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A・研究目的 

本邦において2000年頃から増加している好酸

球性消化管疾患（eosinophilic gastrointestinal 
disorder; EGID）は消化管に好酸球浸潤を主体と

した炎症が持続する結果、様々な消化器症状や

機能異常をきたす疾患の総称である。新生児か

ら乳児に多い「食物蛋白誘発胃腸炎」、幼児から

成人に多い「eosinophilic esophagitis（EoE）」、
「eosinophilic gastroenteritis（EGE）」に分類され

る。EoE は嚥下障害やつかえ感などを主症状と

し、一方、EGE は嘔吐、下痢、蛋白漏出による栄

養障害などが生涯にわたる難治性疾患である。 
最近、研究班が全国の 10000 医療機関を対象に

おこなった調査では、2906 施設から回答が得られ、

最終的に786人のEGID患者の臨床像を詳細に解

析し報告した（J Allergy Clin Pract 2021）。 
これまでの調査や研究成果から、EGID が本邦で

増加していること、疾患が難治性で診療に苦慮す

ることなどから、EGID のさらなる啓蒙や情報収集、

さらに診断や治療の診療体制構築が急務であるこ

とは言うまでもない。そこで、本研究では、①EGID
情報センターWeb 公開（患者、医師向け）、②EGID

レジストリープロジェクト、③EGID 診療体制構築、

④Minds 準拠ガイドラインの 4 つを主目標として

研究を遂行していくこととした。 
 

B.研究方法 
研究分担者（石原）は、①EGID 情報センター

Web 公開（患者、医師向け）、③EGID 診療体制

構築（成人患者を対象）と WEB 公開を担当した。

2021 年度は「成人を対象とした EGID 診療体制

構築」を中心に研究を遂行し、❶消化管内視鏡

検査が適切におこなわれ正確な診断が可能な医

療機関、➋食物除去に習熟した医療機関を念頭

に置いて、診療可能施設として 47 都道府県（各

県 2～5 施設）116 施設を選定した。 
 2022年度は、選定した116施設について、EGID
情報センターWeb サイトに公開（患者、医師向

け）することを目標とした。 
 
C.研究結果 

診療可能施設として選定した 47 都道府県（各

県 2～5 施設）における 116 の医療機関を、国立成

育医療センターの「好酸球性消化管疾患 患者さん

用情報 WEB サイト」上で「診療が行える病院」と

して公開し、一般の方のみならず、医療関係者の

閲覧を可能とした。 
 

研究要旨 

好酸球性消化管疾患（eosinophilic gastrointestinal disorders; EGID）が本邦で増加しているこ

と、疾患が難治性で診療に苦慮することなどから、EGIDs のさらなる啓蒙や情報収集、さらに

診断や治療の診療体制構築が急務である。研究分担者は、EGIDs 診療体制構築（成人患者を

対象）を担当し、EGIDs 診療に取り組むことができる医療機関の選定をおこなった。内視鏡

検査や病理組織検査によって EGIDs の診断が正確におこなえることを条件とし、EGID の診療

体制を担う医療機関として、2021 年度に 47 都道府県（各県 2～5 施設）において 116 施設を選

定した。2022 年度は、選定した医療機関を国立成育医療センターの「好酸球性消化管疾患 患者

さん用情報 WEB サイト」上で公開し、一般の方のみならず、医療関係者の閲覧を可能とした。

今後は、WEB サイトを通じた情報提供の有用性を検証し、改善点を考慮する必要がある。 



D.考察 
WEB 上で「診療が行える病院」として公開し

た 116 施設については、炎症性腸疾患などの診

断を専門的におこなっている医療機関が中心で

あり、内視鏡検査や病理組織を用いた EGID の

診断は可能と考えられる。しかし、「成人を対象

とした食物除去に習熟した医療機関」は本邦で

は極めて少なく、今後の課題と考えられた。 
本邦で増加傾向にある成人の EGID について

は徐々に認識されつつあり、私共は EGID の臨

床像や内視鏡像に関する総説を積極的に執筆し、

疾患の存在と特徴のさらなる啓蒙に努めてきた 
 
E.結論 

EGIDs 診療体制構築（成人患者を対象）を担

う医療機関を各県ごとに選定し、全国 116 施設

を「好酸球性消化管疾患 患者さん用情報 WEB サイ

ト」上で公開した。 
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